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第 11次沼津市交通安全計画の概要 

 

 沼津市交通安全計画は、交通安全対策基本法に基づき、沼津市の区域における陸上

交通の安全に関する総合的かつ長期的な施策の大綱及び施策を総合的かつ計画的に

推進するために必要な事項を定めるものです。 

今回の計画は、第 11 次沼津市交通安全計画となり、国の交通安全基本計画及び静

岡県の交通安全計画に基づき、沼津市の区域における陸上交通の安全に関する施策の

大綱を定め交通事故の削減を目指していくものです。 

 

１ 策定経過及び今後の予定  

 ・国の第 11次交通安全基本計画の決定     ３月 29日 

 ・静岡県第 11次交通安全計画の決定      ６月 16日 

 ・第１回沼津市交通安全対策会議の開催（計画素案の審議）８月（今回） 

 ・パブリックコメントの実施          10月４日～11月３日 

 ・第２回交通安全対策会議の開催(計画案の審議) 11月中旬 

 ・県への報告 

 

２ 策定の経緯 

 交通安全計画は、これまでに 10 次にわたり計画を策定し、交通安全に関する諸施

策を進めてきました。 

■第 10次（前回）交通安全計画における道路交通事故の目標値・実績 

 目標年 目標値 実績 目標値との差 

人身事故発生件数 令和２年末 1,700件以下 1,291件 △409件 

・第 10次計画の期間中、平成 30年、令和元年、令和２年に目標を達成。 

・しかし、依然として交通事故件数は高い状態で推移。中でも、高齢者事故の割合

が 3割以上で、その割合は年々上昇している。 

 

 ３ 計画の概要  

 ・計画期間 

  令和３年度から令和７年度まで 

 

 ・計画の基本理念 

  ■人命尊重の理念に基づき、究極的には交通事故のない社会の実現を目指す 

  ■「人優先」の交通安全思想を基本とし、あらゆる施策を推進 

  ■高齢化が進展しても安全に移動できる社会の構築 
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  【目標】 

   令和７年末までに人身交通事故発生件数を 1,000件以下にする。 

 目標年 目標値 前回目標値 前回との差 

人身事故発生件数 令和７年末 1,000件以下 1,700件 △700件 

  【視点】 

   １ 交通事故による被害を減らすために重点的に対応すべき対象 

① 高齢者と子どもの安全確保 

② 歩行者と自転車の安全確保 

    ③ 生活道路における安全確保 

   ２ 交通事故が起きにくい環境をつくるために重視すべき事項 

① 先端技術の活用推進 

② 交通実態等を踏まえたきめ細かな対策の推進 

③  地域ぐるみの交通安全対策の推進 

 【講じようとする施策】 

   ① 道路交通環境の整備 ② 交通安全思想の普及徹底 ③ 安全運転の確保 

   ④ 車両の安全性の確保 ⑤ 道路交通秩序の維持 ⑥ 救助・救急活動の充実 

   ⑦ 被害者支援の充実と推進 ⑧ 道路交通診断による事故防止対策の推進 

 

 

 

  【目標】 

   踏切事故のない社会を目指す。 

  【視点】 

   それぞれの踏切の状況等を勘案した効果的対策の推進 

  【講じようとする施策】 

   ① 沼津駅周辺の鉄道高架化による立体交差化及び踏切道の構造改良の推進 

   ② 踏切保安設備の整備の促進及び交通規制の実施 

   ③ 踏切道の統廃合の促進 

   ④ その他踏切道の交通の安全と円滑化等を図るための措置 

 

 

 

  【基本方針】 

   ○南海トラフ地震臨時情報等発表時の情報活用 

   ○南海トラフ地震等発生時の必要な交通対策等の実施 

  【講じようとする施策】 

① 臨時情報発表時における情報収集及び連絡活動と市民への周知 

② 地震発生時における緊急交通路等の確保、道路交通情報の提供 

③ 平時における措置 

④ その他の交通安全対策 

第３章 大規模地震に備えての交通の安全 

第２章 踏切道における交通の安全 

第１章 道路交通の安全 


